
枝
豆
初
出
荷

選
別
施
設
稼
働
始
ま
る

びざん４ＪＡの直売所 連携へ
ＪＡ ＮＥＷＳ 2020 No.614

北
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
の
枝
豆
選
別
施
設
で

は
、
５
月
５
日
に
枝
豆
の

出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
２
年
前
よ
り
共
同
選

別
場
が
稼
働
し
、
生
産
者

の
選
別･

計
量
・
袋
詰
め
・

箱
詰
め
作
業
の
省
力
化
が

実
現
で
き
、
省
か
れ
た
労

力
を
栽
培
管
理
や
面
積
拡

大
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
生
産
者
か
ら
コ
ン
テ
ナ
で
持
ち
込
ま
れ
る
枝
豆

の
品
質
や
規
格
の
徹
底
を
部
会
と
協
議
を
重
ね
整
備
で
き
た

こ
と
で
、
施
設
で
行
わ
れ
る
選
別
作
業
に
係
る
労
力
が
軽
減

で
き
効
率
化
が
果
た
せ
ま
し
た
。
枝
豆
統
一
部
会
前
川
久
部

会
長
は
徳
島
新
聞
の
取
材
を
受
け
、｢

春
の
気
温
の
寒
暖
の
差

が
大
き
く
心
配
し
て
い
た
が
、
今
年
も
品
質
は
上
々
。
冷
え

た
ビ
ー
ル
と
一
緒
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。｣

と
県
内
の
方
に
自

慢
の
枝
豆
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
元
川
課
長
は
、
「
今
年
は
共
選
体

制
開
始
か
ら
３
年
目
に
あ
た
る
が
、
枝
豆
は
嗜
好
品
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
飲
食
店
は
営
業
自

Ｊ
Ａ
徳
島
市
、
Ｊ
Ａ
板
野
郡
、
Ｊ

Ａ
東
と
く
し
ま
、
Ｊ
Ａ
大
津
松
茂
の

４
Ｊ
Ａ
は
農
産
物
直
売
所
に
お
い
て

「
Ｊ
Ａ
間
連
携｣

の
取
り
組
み
に
向
け
、

各
Ｊ
Ａ
の
特
産
品
を
他
の
直
売
所
で

販
売
し
て
い
く
仕
組
み
作
り
を
実
践
、

検
証
す
る
実
証
試
験
を
開
始
し
ま
し

た
。6

月
４
日
、
北
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
で
の
各
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
に
よ
る

検
討
会
で
は
特
産
品
や
加
工
品
、
発

注
、
配
送
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
徳
島
市
か
ら
は
ニ
ン
ジ
ン
や

枝
豆
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
ン
コ
ン
、

甘
藷
や
農
産
工
場
の
加
工
品
な
ど
が
、

Ｊ
Ａ
板
野
郡
か
ら
は
ニ
ン
ジ
ン
や
桃
、

メ
ロ
ン
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
が
、
Ｊ
Ａ

東
と
く
し
ま
か
ら
は
オ
ク
ラ
や
み
か

ん
、
す
だ
ち
、
米
な
ど
、
ま
た
Ｊ
Ａ

大
津
松
茂
か
ら
は
甘
藷
や
梨
な
ど
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
会
に
参
加
し
た
営
農
経
済
部

井
河
勝
淑
部
長
は｢

今
回
、
近
隣
の
Ｊ

Ａ
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
や

生
産
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
取
り

組
み
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
将
来
的
に
は
県
下

の
Ｊ
Ａ
間
で
連
携
を
強
化
し
て
い
け

れ
ば
。｣
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

9
月
に
は
再
度
検
討
会
を
開
き
、

試
験
後
の
課
題
の
検
証
や
秋
か
ら
冬

に
向
け
て
の
取
り
扱
い
品
目
の
確
認

が
行
わ
れ
ま
す
。

（
写
真
は
右
か
ら
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
農

産
物
直
売
所
み
は
ら
し
の
丘
あ
い
さ
い

広
場
西
本
店
長
、
営
農
経
済
部
井
河

部
長
、
Ｊ
Ａ
大
津
松
茂
直
売
所
岩
朝

店
長
、
Ｊ
Ａ
板
野
郡
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ア

グ
リ
板
野

北
浦
店
長
）

粛
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
た
め
、

販
売
に
は
苦
戦
し

そ
う
だ
が
、
暑
い

夏
を
笑
顔
で
乗
り

切
れ
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
品
質
向
上

を
目
指
し
美
味
し

い
枝
豆
を
お
届
け

し
た
い
で
す
。
」

と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。

(

写
真
は
㊨
選
別
場

作
業
中
の
従
業
員
、

㊥
徳
島
新
聞
の
取

材
を
受
け
る
前
川

部
会
長
、
㊧
収
穫

作
業
中
の
様
子)

多
家
良
支
所
ハ
ウ
ス
み
か
ん
部
会

圃
場
巡
回

ハ
ウ
ス
み
か
ん
部
会
は
出
荷
に
向
け
て
、

5
月
中
旬
に
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
部
会
員
12
名
で
極
早
生
ハ
ウ
ス
み

か
ん
を
５
箇
所
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
み
か
ん

を
9
箇
所
で
生
産
。
各
ハ
ウ
ス
の
巡
回
を
行

い
生
育
状
況
、
病
害
虫
の
発
生
確
認
、
出
荷

時
期
と
出
荷
量
の
予
測
を
各
ハ
ウ
ス
に
て
実

施
し
、
糖
度
の
計
測
の
た
め
の
サ
ン
プ
ル
を

採
取
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
作
物
に
お
け
る
販
売
単
価
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
多
田

稔
部
会
長
は
「
味
に
は
非
常
に
自
信
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
ず
販
売
で
き
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。
是
非
、
手
軽
に
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
手
に
取
っ
て
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

初
出
荷
予
定
は
６
月
1
日
。
出
荷
の
ピ
ー

ク
は
８
月
か
ら
９
月
ま
で
続
き
、
同
部
会
の

2
０
２
０
年
産
は
、
総
出
荷
量
81
㌧
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
ハ
ウ
ス
で
果
樹
の
状
態
を
確
認
す
る

中
央
集
出
荷
場
冨
永
係
長
）



5
月

15
日
、
多
家
良
支
所
に
お
い
て
ハ
ウ
ス
み
か
ん
部
会
、
ハ
ウ

ス
す
だ
ち
部
会
の
会
員
を
対
象
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
資
金
」
と
「
持
続
化
給
付
金
」
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
密
を
避
け
る
た
め
、
空
間
の
広
い
出
荷
場
倉
庫
に
お
い
て
開
催
し

約

10
名
の
参
加
者
に
金
融
共
済
部
、
営
農
経
済
部
各
部
長
よ
り
約

1

時
間
に
わ
た
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
」
に
お
い
て
は
、
利
用
該

当
対
象
者
や
概
要
と
特
徴
、
融
資
期
間
及
び
金
額
、
申
請
方
法
な
ど
の

説
明
を
行
い
、｢

持
続
化
給
付
金
」
に
お
い
て
は
、
相
談
者
に
は
迅
速

に
資
料
提
供
と
現
時
点
で
可
能
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
を
案
内
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
今
後
は
一
人
一
人
、
相
談
内
容
が
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
た

め
個
人
単
位
で
の
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

説
明
会
に
参
加
し
た
多
家
良
支
所
ハ
ウ
ス
み
か
ん
部
会

多
田
稔
部

会
長
は
「
こ
の
よ
う
な
会
を
開
い
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
ず
相
談

を
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
て
く
れ
た
。
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
一

番
損
を
す
る
。
」
と
話
し
、
ま
た
、
ハ
ウ
ス
す
だ
ち
部
会
奥
田
雅
之
部

会
長
は
「
今
回
の
情
報
を
し
っ
か
り
活
用
し
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
徳
島
市
で
は
５
月
初
旬
に
同
様
の
説
明
会
を
管
内
の
他
部
会
で

も
開
催
し
て
お
り
希
望
が
あ
れ
ば
今
後
も
部
会
単
位
で
受
け
付
け
、
随

時
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

支
援
資
金
説
明
会
を
開
催

布
マ
ス
ク
を

市
場
関
係
者
へ
寄
贈

こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ

お
も
て
な
し
の
心
を

県
産
花
卉
を
全
農
で
直
売

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
は
５
月

17
日
に

管
内
の
５
部
会
が
協
賛
し
、
主
要
取
引
市
場
に
布

マ
ス
ク
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
協
賛
し
た
部
会
は
川

内
支
所
甘
藷
部
会
、
蓮
根
部
会
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

部
会
、
大
根
部
会
、
渭
東
支
所
ね
ぎ
部
会
。
今
後

も
続
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
危
惧
し
て
、

長
期
に
お
い
て
使
用
が
可
能
な
布
マ
ス
ク
を
約
４

０
０
枚
用
意
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
非
常
に
厳
し
い
販

売
状
況
下
に
お
い
て
も
、
市
場
関
係
者
に
は
販
売

に
尽
力
し
て
頂
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
一
部
の

部
会
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
何
か
の
形
で
表
し
た

い
と
い
う
提
案
を
受
け
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
ど
の

部
会
か
ら
も
賛
同
の
声
が
あ
が
り
今
回
の
寄
贈
に

至
り
ま
し
た
。

布
マ
ス
ク
は
大
阪
や
名
古
屋
の
市
場
を
中
心
に

同
セ
ン
タ
ー
よ
り
配
送
が
行
わ
れ
、
配
送
を
代
行

し
た
武
田
元
成
セ
ン
タ
ー
長
は
「
市
場
関
係
者
に

は
今
後
も
健
康
に
は
十
分
留
意
し
て
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
販
売
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

部
会
か
ら
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

管
内

15
カ
所
の
金
融
共
済
窓
口
は
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の

仕
切
り
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

来
店
者
と
職
員
の
双
方
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の

た
め
に
職
員
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
徹
底
し
、
毎
日
勤
務
前
に

検
温
の
義
務
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

来
店
者
数
が
一
番
多
い
徳
島
支
所
の
金
融
共
済
窓
口
で
は
４

月

23
日
に
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
天
井
に
約

2.

5
㍍

ほ
ど
長
さ
の
蛸
糸
を
吊
り
下
げ
仕
切
り
の
シ
ー
ト
の
面
の
高
さ

は
必
要
最
小
限
に
設
置
し
て
店
舗
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
ま
し

た
。利

用
者
の
方
か
ら
は
安
心
し
て
利
用
で
き
る
と
の
声
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

設
置
を
ス
タ
ー
ト
し
た
４
月
は
人
事
異
動
の
直
後
で
あ
り
、

窓
口
担
当
者
は
い
ち
早
く
利
用
者
の
お
顔
を
覚
え
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
シ
ー
ト
は
や
や
半
透
明
に
な
っ
て
お
り
、
光
の
差
し

込
み
具
合
や
目
視
す
る
角
度
に
よ
っ
て
は
表
情
が
伺
い
に
く
い

こ
と
が
難
点
で
す
。
し
か
し
、
利
用
者
に
安
心
し
て
来
店
し
て

い
た
だ
く
の
を
第
一
に
今
後
も
取
り
組
み
を
続
け
る
予
定
で
す
。

店
舗
内
で
利
用
者
の
手
に
触
れ
る
場
所
は
約
２
時
間
に
１
度
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
と
換
気
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

徳
島
支
所
金
融
共
済
課

四
宮
課
長
は
「
日
々
、
来
店
さ
れ

る
利
用
者
の
気
持
ち
を
推
し
量
り
な
が
ら
接
客
を
し
て
い
き
た

い
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
お
も
て
な
し
の
心
を
忘
れ
ず
に

『
ま
た
来
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

（ 写真は笑顔で接客中の平田結子係⻑ ）

５
月

20
日
、
全
農
と
く
し
ま
園
芸
部
園
芸
販

売
課
の
主
催
の
も
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
販
売
が
低
迷
す
る
県
産
の
花
卉
事
業

の
発
展
を
目
的
と
し
て
、
県
庁
内
の
行
政
関
係

者
と
Ｊ
Ａ
会
館
内
の
職
員
あ
わ
せ
て
、
約
２
０

０
名
に
販
売
促
進
を
行
い
ま
し
た
。

今
ま
で
花
に
触
れ
る
機
会
の
な
い
特
に
若
い

購
入
者
に
は
、
こ
れ
を
機
会
に
花
に
親
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う
狙
い
で
Ｊ
Ａ
徳
島
市
か
ら

は
、
こ
の
時
期
に
出
荷
の
多
い
ユ
リ
、
菊
な
ど

を
販
売
し
ま
し
た

。

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
直
売
に
よ
り
購
入

で
き
る
と
好
評
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
ユ
リ
は
特
に
人

気
が
あ
り
３
８
０
本
が
即
売
し
ま
し
た
。

中
央
集
出
荷
場

花
卉
担
当
の
工
藤
崇
祐
職
員

は
「
花
卉
を
日
常
的
に
活
用
す
る
習
慣
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
生
産

者
の
助
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

次
回
は
６
月
下
旬
に
同
様
の
販
売
を
行
う
予

定
で
す
。

コ ロナに負けるな!!
さ ま ざ ま な
取 り 組 み



渭
東
ね
ぎ
試
験
圃
場
播
種

5
月

26
日
、
渭
東
支
所
青
壮
年
部

笹
川
裕
次
さ
ん
は
、
ね
ぎ
の
試
験
圃
場
の
播
種
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
管
内
の
圃
場
で
３
月
に
収
穫
の
終
わ
っ
た
約

10
㌃
の
圃
場
に
パ
ワ
ー
ス
リ
ム

(

品
種)

の
種
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
新
し
い
農
薬
と
肥
料
を
使
用
し
試
験
栽
培
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
使
用
し
て
い
る
既

存
の
資
材
よ
り
も
幅
広
く
害
虫
に
効
果
が
期
待
で
き
る
「
ミ
ネ
ク
ト
デ
ュ
オ
」
、
肥
料
は
「
太

古
の
力
」
な
ど
を
選
択
。
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
農
薬
、
肥
料
を
全
部
で
７
パ
タ
ー
ン
組
み
合

わ
せ
て
栽
培
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

調
査
、
収
穫
は

8
月
末
の
予
定
。
部
会
で
は
毎
年
試
験

栽
培
を
行
い
、
さ
ら

な
る
品
質
向
上
の
た

め
に
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

同
支
所
岡
田
隼
斗

職
員
は
「
生
産
者
の

方
の
経
費
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

ハ
ウ
ス
レ
ン
コ
ン

出
荷
ス
タ
ー
ト

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
川
内
れ
ん
こ
ん
部
会
で
は
５
月

20
日
に
ハ
ウ
ス
レ
ン
コ
ン
の
初

出
荷
が
あ
り
ま
し
た
。
５
月

29
日
に

2
㌔
規
格
へ
の
切
り
替
え
を
行
い
、
本
格
的
な
出
荷
開

始
に
あ
た
り
部
会
で
品
質
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
春
先
の
夜
温
が
低
か
っ
た
影
響
で
出

荷
は
例
年
よ
り
出
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
６
軒
の
生
産
者
か
ら
集
ま
っ
た

1
㌧
１
４
４
㌔
の

レ
ン
コ
ン
が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
販
売
価
格
の
低
迷
が

懸
念
さ
れ
て
い
た
ま
し
た
が
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
注
文
は
例
年
ど
お
り
潤
沢
に
入
り

価
格
も
好
調
。
今
年
は

14
軒
が

13
㌶
で
栽
培
を
行
い
、
出
荷
は

7
月
下
旬
ま
で
続
き
、
総

出
荷
量
は
１
３
０
㌧
、
販
売
金
額

1
億
３
３
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
肌
が

真
っ
白
で
品
質
は
良
好
。
細
川
勝
義
副
部
会
長
は
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が

多
い
こ
の
機
会

に
栄
養
価
が
高

く
、
ま
た
幅
広

い
調
理
方
法
の

あ
る
レ
ン
コ
ン

を
是
非
、
活
用

し
て
い
た
だ
け

た
ら
」
と
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
し

た
。

（ 写真： 選別の目合わせを 行う ㊧細川
勝義副部会⻑ と ㊨広瀬一郎さ ん ）

（ 写真： 播種作業を 行う 笹川裕次さ ん）

加工
生産者

ご参加希望の方はお電話く ださ い。 ☎ 679-2411

加工ゆず 栽培講習会が７ 月１ 日に開催決定いたし まし た ! !

かんき つ類への改植で10㌃あたり 最大45万円の補助金が受けら れます。

講習会では ｢果樹経営支援対策事業｣のご案内があり ます。

補助率、 対象条件などについて現在、 決定の範囲の情報提供をさ せていただき ま
す。

困っ た 不動農機サービスセンタ ー
薮内センタ －長

シリ ーズ

Part．2

びざん５ 月号にて｢全幅170㎝超のロータ リ ー等を装着し たト ラ ク タ ーの公道
走行｣について｢大型特殊免許｣が必要と の内容を掲載さ せていただき まし た。

農業大学校の大特免許取得が可能な農業機械安全使用者養成講座の夏期
ク ラ スも 人気です。

また、 阿北自動車学校でのJA組合員限定キャ ン ペーン(費用が約20,000円ほど
安く 受講可能)も 好評だそう です。

免許取得後はナン バープレ ート の申請が必要

運輸支局へのお届け

ナンバープレ ート の交付申請はお済みですか？

ご存じ かと は思いますがそ こ で …

小型特殊自動車(農耕用)【 35㎞/h未満】 は公道を走ら ない
車両でも 所有を し ていれば必ずナン バープレート の
交付申請が必要。

各市町村へのお届け

徳島市 市民税課諸税係 621-5067
佐那河内村 住民税務課 679-2114

小型特殊自動車(農耕用)は自賠責保険には加入でき ません。
公道を走る場合は任意保険へ加入し なければ、 事故等があっ た場合の
保障はあり ません。
JA共済で任意保険に加入でき るも のがあり ます。
こ の機会にご検討さ れてはいかがでし ょ う か。
折り 込みチラ シをご確認く ださ い。
ご相談は本所・ 各支所の金融共済窓口へお気軽に。

ま た …

さ ら に

※コ ロナウイ ルス感染状況により まし ては、 予定を延期せていただく 場合も あり ますのでご了承く ださ い。

場 所 佐那河内支所（ 佐那河内村下字中川原21）

日 時 7月1日(水) 13： 00～

（ 未収益期間の支援を含め）

（ 農産工場）

必 要 事 項 の 記 入 と 捺 印 だ け で 、
ご 自 身 で 簡 単 に 申 請 が

で き ま す 。

徳島運輸支局 050-5540-2074
受付時間（ 登録）
※土・ 日・ 祝を除く 午前⇒8： 45～11： 45   午後⇒13： 00～16： 00



健 康

百 科

お 知 ら せ

協議事項

1. 第51年度通常総代会資料の提出について

2. 信用の供与等の限度額について

3. 不良債権の処理に関する方針について

4. ２ 者要請検査 検査書に対する回答書について

5. ３ 億円超の信用の供与について

6. コンプライアンス・ マニュアルの一部改正について

7. 出資口数の一部減口について

8． その他

理事会だより （ 令和2年５ 月29日）

賀上延啓税理士事務所の無料税務相談

日時 ７ 月 7 、 1 4 、 2 1  日

9 ： 3 0 ～ 1 5 ： 0 0

場所 本所１ 階ロ ーン セン タ ー

※予定通り 開催予定ですが、 新型コ ロナウイ ルスの感染状況により ま
し ては、 開催できない場合がございます。

報告事項

1. 令和元年度決算における独立監査人の監査報告書

について

2. 第51年度監事監査報告書ついて

3. 令和２ 年度 不稼働・ 遊休資産の処分方針ついて

4． 内部監査の品質に関する内部評価報告書ついて

5． 資産査定結果について

6． 債権回収について

7． 再発防止策の取り 組み状況について

8． その他

新型コ ロ ナウイ ルスによ る 肺炎について 5 徳島往診ク リ ニッ ク 吉田 大介

ご注文は各営農経済セン タ ー･支所購買窓口までお願いし ます。

爽やかな季節になり まし た。
今 年 も J A の ド リ ン ク の
販売キャンペーンをいたします。

キャ ン ペーン 期間 ： 令和２ 年８ 月31日まで

復
活
し
ま
し
た
。

商品名 規格 通常価格 値引価格
キャ ンペーン

価格

ザ・ すだちCAN 190g✕30本 2,290円 ▲310 1,980円

すだち微炭酸 250㎖✕30本 2,780円 ▲80 2,700円

ポカ リ スエッ ト ペッ ト
ボト ル 300㎖✕24本 2,400円 ▲300 2,100円

ポカ リ スエッ ト イ オン
ウォ ータ ー 300㎖✕24本 2,400円 ▲300 2,100円

ボディ メ ンテド リ ンク 500㎖✕24本 3,820円 ▲320 3,500円

皆さ ん、 こ んにちは。 徳島往診ク リ ニッ ク の吉田です。 新型コ ロナウイ ルスによる緊急事態宣言は5月14日に徳島県で、 5月25日には全

国で解除さ れまし た。 6月４ 日現在新型コ ロナウイ ルスの国内感染者数は１ 万7千人を、 死亡数は９ ０ ０ 人を超えまし たが、 新たに感染

が確認さ れる人数は、 東京や北九州市を除いてかなり 少なく なっ ています。 第一波は終息と 考えら れていますが、 こ れから の第二波に

備えが必要です。 そう いっ た中、 新型コ ロナウイ ルスの検査方法に新たな展開が見ら れていますのでご紹介し ます。

島田清弁護士の無料法律相談

日時 第３ 土曜日 9 ： 0 0  ～1 2 ： 0 0

金融共済部へ事前に予約必要。

088-622-8003
申込先

場所 本所１ 階金融相談室

通常どおり 再開いたし ますが感染状況により まし ては開
催でき ない場合も ございます。

１ ． 遺伝子検査法： 新型コ ロナウイ ルスに特異的なRNA遺伝子配列を、 RTーPCR法等により 増幅し 、 こ れを検出する検査法です。 感度が高いこ と

が特徴ですが、 検査に⻑ 時間（ １ ～５ 時間） かかる・ 専用の機器および熟練し た人材が必要・ 高コ スト と いっ た短所があり ます。 また検査の際の鼻咽

頭ぬぐ い液の採取による感染が危惧さ れていまし たが、 6月２ 日から 唾液による検査が認めら れ、 安全で簡単に検体を 採取でき るよう になり まし た。

従来より 安全かつ迅速に検査を行えるよう になるため、 多く の人が受けら れるよう になると 期待でき ます。

２ ． 抗原検査法： 日本では5月13日に世界に先駆けて、 新型コ ロナウイ ルスに特異的な蛋白を迅速に検出する方法が承認さ れまし た。 イ ムノ ク ロマ

ト グラ フ ィ ー法を用いた検査で、 鼻咽頭の検体採取から 約３ ０ 分で結果の判定が可能です（ 現在唾液を用いた場合の陽性率を検討中です） 。 上記の遺

伝子検査（ PCR検査） に比べると 感度が低いため、 こ の方法で陽性が得ら れた場合は陽性と 診断でき る可能性は高いのですが陰性であっ たと し ても 完

全に感染を否定でき ないと いう こ と に注意が必要です。 そのため、 抗原検査で陰性と さ れても 新型コ ロナウイ ルスを強く 疑う 場合には。 PCR検査の実

施を考慮し ます。

３ ． 抗体検査： ウイ ルスに感染後２ ～３ 週間経つと 血液中にそのウイ ルスに対する特異的な抗体（ IgM 、 IgG） が産生さ れてき ます。 イ ムノ ク ロマ

ト グラ フ ィ ー法を用いれば、 特別な機器を必要と し ないで迅速に陽性・ 陰性を判定するこ と ができ ます。 新型コ ロナウイ ルスにウイ ルスの場合感染し

ても 無症状な場合が一定の割合で存在すると 指定さ れていますので、 抗体検査法は診断法と し てより は、 市中にどれく ら い感染の既往も つ人がいるか

と いっ た疫学調査により 有用と 言えます。


